平成25年10月１日
寝屋川市
寝屋川市暴力団排除条例に基づく「誓約書」の提出の徹底について
　平成25年10月１日から寝屋川市暴力団排除条例が施行され、また、それに伴い新たな寝屋川市暴力団排除措置要綱が施行されました。同条例には「公共工事等及び売払い等からの暴力団の排除」の規定があり、それを担保するために公共工事等及び売払い等の受注に際し、寝屋川市と契約を締結する元請負人及び下請負人等の方に、同条例第8条第2項の規定による暴力団員又は暴力団密接関係者でない旨の「誓約書」の提出していただくことが必要となります。
　本制度の趣旨を理解され、寝屋川市と契約を締結する元請負人及び下請負人等の方は、下記のとおり、「誓約書」の提出を徹底していただくようお願いします。
記
１　対　象　　　　① 寝屋川市に競争入札参加資格申請する者

　　　　　　　　　② 契約金額５００万円以上の元請負人及び下請負人等（資材・原材  

                     料等の納入業者を含む。）
２　様　式　　　　別紙（入札参加資格申請用、元請用、下請用）
３　提出期限等
　　入札参加資格申請用：入札参加申請時に市へ提出
　元請用 　　　 ：入札公告等に示す日時まで（日時を示していないものは契約

　　　　　　　　　 締結日まで）に市へ提出
　下請用　　    ：対象の下請契約等を締結する際に、誓約書を元請負人へ提出。

　　　　　　　　　 提出を受けた元請負人は速やかに市へ提出
４　誓約書の内容に違反した場合に対する措置
・元請負人が暴力団員又は暴力団密接関係者に該当すると認められた場合は、当該契約を解除して、違約金を徴収します。
・市の入札参加資格を有する元請負人及び下請負人等（正当な理由がなく当該登録を取り下げた日から1年を経過しない者を含む。）は、一定期間（２年又は１年＋改善されるまで）入札参加除外措置を行い、その旨を公表します。
・下請負人等で市の入札参加資格を有さない場合、一定期間（２年又は１年）公表し　　

　ます。
５　誓約書を提出しない場合に対する措置
・入札参加資格申請者が誓約書を提出されない場合は入札参加資格を与えません。

・元請負人が誓約書を提出しない場合は、当該契約を締結しません。
・市の入札参加資格を有する元請負人及び下請負人等が誓約書を提出しない場合（当該入札参加資格者の下請負人等が提出しない場合を含む。）は、３か月の指名停止を行うことがあります。
６　誓約書違反の措置を適用する範囲
・誓約書の内容に違反した事実が契約期間中に発生した場合
・誓約書の内容に違反した事実が契約締結前に発生していた場合（ただし、契約までに改善された場合は措置しません。）
７　施行日　　　平成25年10月１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

問合せ先


寝屋川市総務部契約課　


　072-824-1181（内線　2262）








